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マツタケ研究の歴史
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轄醐法にl則する論文を世多く践した。また、胞子

畳芽胞子散~i実験も行い、現在普草されている

林地施震の基礎を11りました。この時代、マアタ

ケの盟理生態に1則するJ紺lについては知られてい

ませんが、 f自糸が1:111に(111びること、アカマアと

曲艇を円ることがrYIらかにされました。

ちなみに‘川本でマツタケに正式なラテン請の

学名が付けられたのは、 kJEl4<pのことでした。

{31昭和初め~昭和20年

京都府の千原飛山氏は、マツタケ拙培の梓且

活動を泊先に行い、アカマツ林における!日H主 施

肥 下入れの電要性を必いた。また.r松Jfl¥'l曜
の主間V.'U.r訟ll'lM殖の図解」等をj督した

出知世林同の<VHll雄氏は、ンロと植物とのl聞係‘

i拒水、他生の下入れなどについて研究を進的、休

学会雑iU:NO.l 4~事に多くの報告をした。

脇水鉄五郎氏は、 「松曜の/llる1-11とIIIない山」

をjlll学昨 NO.2雪に1i:L.マツタケ発生適地の l墳

と地質について研究を行った。

また、犬飼高柿氏は rll，茸の蘭環と之が植生に

及ぼす影響」を11林誌 NO.l9に‘広江男氏は 「訟

耳町最新人工栽培法」を品新応JlI崎車学に世ました。

このような研究は、マ Yタケの発生環境を的確

に把保Lょうとするものでしたが、この時代はアカ

マツ林の多くにマツタケが先生する状況でしたか

ら、正雄に生態をつかむことが維しかったようです。

宅内研究において.西1"1荘一氏は 「マツタケ人

て刷舶に附する基礎的研究」を日本苧術協会報作

NO.16に尭占するなどして、胞子の先JtJ+:が極的

て低いことをrYIらかにし、また出糸町純粋.tff;控に

成功した

戦前のこの時代には、品地に松1l'山経営の鰐林

家がいました。中でも広品lMの企行使よ;郎氏はイ』

名で、 「日本松Jfの人工組府」を休業同 NO，245に

1.';すなどして、 l則凶地区に金行方式と呼ばれる施

準法を広〈普及させました。

1.1昭和21-40年

l位聴の jM乱町中、乱I~ゃt公的れ融:与が広がりア

カマ y梓I師4闘が減少しました。附f1133'I'Ij'Jを境に

マツタケは、日価で英昧Lい特産物のため、毎

年駄のシ-;(;.<にはニ"ースやテレピ1ft制lなどに

取り上げられ世1111のii'l1を浴びています。ここで

は、 '1今々iI'jit1itは伸びるものの、同内生産量が減

少して.聞係者の関心が高まる-Jiのマツタケ研

究の歴史について聾思してみま Lた。

これまで、 11本でマツタケのltPI!生態的解明や

哨産試験に取り組んできた研究再の散は多く そ

の内容も多歯止にわたっていますが、近今までの研

究の慨聾について制介します。

マツタケ研究の流れ

いl江戸時代

元禄時代の宜物行科'11典 「本相l立鑑Jには、マ

yタケがアカマツ林のツツジの多い所によく先生

すること、マツタケのお』に髭がありよ佐をつくるこ

となと'が件かれています。

怯平百保告が、伏)/布市耐の松1¥'山町マツを会tlr

へ運んだ勺、その版元からマツタケが珪生するよ

うになったことなど多くの請が鈍っています。こ

の時代、情報知識は盟日でしたが、科芋的な研

究は明治時代まで行われませんでした。

{21明治~大正時代

国立体重試験場の三村鍾三郎氏は、 「訟耳人工

轄舶試験jを林業試験制作 NO.7に琵去し、他

にも植物学雑誌やえ日本山休会開l~にマツタケの

はじめに
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F目、

して.マアタケ生産量は急速に低 Fして、放世さ

れる林分も多くなりま Lた。

京都太字の浜田位，1;'玄、 rIJ 4'マ Yタケの生理

生態的研究」をM物学雑誌 NO.63に-liすなどして、

生理的性質を明らかにし培葺)fI府地の開発をする

と共に、 i陸に全聞の先生特を調査しアカマツの他

にハイマ γ、アカエゾマツ、ツガ、コメツガ、ヒ

メコマツに，'"艇を形成するマツタケの生態、 t!真

微生物相!の研究を進めた。この研究の似ほには、

マツタケ生産を通じて良山村のJ!j興を行うという

信念がありました。

この流れ出 合石氏、小服氏、衣川氏、小川氏、

村川氏、 JI村氏、 二JI氏らに受け粧がれ.子実体

形成条件 即J主の人工品明、ンロの生埋生態‘シ

ロの造成 盟問予測の研究専へ琵縦しました。
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広品 ~~IJ"l ，t、短大の悶 i:~元L1;'立、 「松茸子主悼の

発生及成I去にl則する解剖学的研究Jを日林i聞西講

NO.8に先悲し、林の手入れから菌糸の生理的性

質まで幅広く手がけた。また、岩村通正氏は、マ

yタケの;5虫防除について研究を Lた。

HiI利25年以降、林業』匝興の目的で公立林業試験

場が設.iLされるようになると、各地で特m林産物

の研究とiHI.が推進されました。問、大学、県の

研究者がJI!ま旬、 H丹羽'38年マツタケ研究懇話会が

世j止すると、その桂マツタケにl則する研究は全凶

で広〈行われるようになりました。

(5)昭和411:字以降

1'I.iI.fUi試験場の小川民氏は、 「アカマツ枠に

おける閣制的マツタケの微生物生態学的研究 1-

IVJを峠試研輔INO.272-297に党占L 佐に 「マ

y タケの~I:物学」を持して、マツタケに附する filf

究を体系化した。

広山県休業試験場の枯木熊人氏は、感染前を-/11

2α)6.1 

111 した γロの人工増Hl試験を進的、 f査に感措苗の

シロから 日本で初めて下実体を尭生させたと尭占

した。

マツタケ研究懇話会を中肢とした公立件試によ

る共同試験が広範聞に行われるようになり、膨止

なデータが蝉脱されました。そして、尭生梓不

発生仲の実態、マツタケと持齢持閣との鋭合、

γ ロの生態.先生と気卑晶件専が明らかにされ、

これまでより品体的なマツタケの主体に迫ること

ができるようになりました。並行して、各地で実

情に合った適地判定や具体的施軍法が実施される

ようになりました。

3 長野県での研究

県内での研究は、マツタケ研究懇話会に書1J11

するようになり始められ、石川豊治氏、小11I博志

氏により民間iされま Lた.その成品は、「マツタ

ケー 10'1ーの研究からーJ，rマツタケ山の手入れ」、

「まったけ噌車町下引き」専にまとめられています

4 おわりに

マYタケに閲する情報は多〈、般近でも融合ll'

11'をlcxJffした、期収剤を閲覧した.マヅタケ禎磁

を附琵したでr.町二ュ スをしばしば耳にすること

があります。その内容を確かめると、発車者の意

図とは車腹に誇f:.広告的なものや、当局から指導

を受けるようなものもあり、生産者が現場で実行

してすぐに効果がみられるようなものは少ないよ

うです。一方、近年県内でも、マアノザイセンチ

ユウ桂1fが多くみられるようになり、肱位されて

いるアカマツ特では、目を置いたくなるような状

況になっています。

しかし、これからの時代も轟排と関わって心豊

かな生活を Lていくために、先人遣の野}Jの歴史

を磁り返りながら、継続的なマツタケ生産を通L

て蝿土をみていく聾勢は火切なことではないでL

ょうか。

(特産部 竹内高江)
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